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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・土井　勝広様～アルコール依存症治療プログラム終了の為、本日14：00退院となってい　　　　　　　　ます。退院時処方は４日分及び残包４日分となっており、退院後は神奈　　　　　　　　川へ戻られるとの事です。

・宮　陽子　様～本人より、お母様との面会希望が聞かれています。本人の主治医・御家族様より許可は得ており、お母様の主治医への報告は南病棟スタッフが行う事としています。お母様の主治医より許可が得られ次第、病棟スタッフ付き添いでの面会となります。

・船場　幸子様～忘薬・誤薬・チェック忘れ等見られない為、自己服薬管理の再開を検討していました。本人へ相談した所、始めは「やります」と話されていましたが、本日「自信がない」と訴えられ自己服薬管理が負担になっている様子伺えています。又、自身が服薬している内服薬に対し「これは何の薬ですか？」と気にされる事があり、表情の変化も見られている事から引き続き内服薬は詰所管理とし、経過を見ていく事としています。服薬状況の観察を行っていくと共に、内服薬について尋ねられて来た際は説明をお願いします。

・布施　邦雄様～ニヤツキ・まとまりのない会話等見られず、精神症状の安定さ見られている事から自己服薬管理の再開を検討していました。本人より、「出来ない」「自分は気まぐれだから」との訴え聞かれ、少しずつ段階を得て行っていくとのスタッフ説明に対しても拒まれています。以前、自己服薬管理が負担となり精神症状の不安定さが見られた経緯もある事から、症状の再燃を考慮し、引き続き内服薬は詰所管理としていきます。「間違ってはいけない」との先入観や不安な様子が伺えている為、現在の自身の状態を振り返り評価して頂くと共に、様子をみて再度声を掛けていきましょう。

＜日常生活支援プログラム評価・検討＞

・長谷川　陽一様～ゴミ箱の中に、ゴミが溜まっている事多くスタッフ声掛けにて捨てています。又、布団を敷いて過ごしている事が多く見られています。モーニングケアの際に布団を畳んで頂く様声をかけていきましょう。

・藤田　金弘　様～私物では目立った乱雑さは見られていませんが、チェスト（ガラスケース内）のホコリが見られ、スタッフ声掛けにて拭いています。洗濯に関しては日課チェック表に丸が付いているものの、スタッフ確認出来ていない状況です。本人とスタッフが確認出来る様、ノートに何を洗濯したか衣類の種類を記載するなど、担当スタッフはケアプランの立案をお願いします。

・新井　圭次　様～私物の乱雑さは見られず、整理整頓出来ています。容姿に関しては、現在冬物の衣類を着ており、スタッフが季節に合わせた衣類を着るように促すも拒まれています。季節感を持って頂く為にも、再度衣替えの説明をお願いします。

・春本　司郎　様～チェスト・ケース内の乱雑さは見られていないものの、洗濯が終わった衣類を袋に入れたまま畳んでおらず、スタッフ説明にて畳んでいます。継続して観察・声掛けをしていきましょう。

・八森　正　　様～私物の乱雑さ、ゴミを溜めておく事があり、スタッフ声掛けにて整理しています。ゴミ箱に溜めている排痰に関しては、今後暑くなる事により不衛生である為、気付いたらその都度説明し捨てて頂きましょう。

※徐々に暑くなってきています。長袖を着ている患者様に関しては衣替えを行って頂く様声掛けし、介入が必要な患者様についてはスタッフ付き添いにて行っていきましょう。

